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市政に対するご意見を
お寄せください

日本共産党京都市会議員団

11/26～12/26

No.409
11月定例市会

日本共産党京都市会議員団は、
次の見解を発表しました。
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新
し
い
年
が
明
け
ま
し
た
。

　
十
二
月
の
総
選
挙
で
は
、
民
自
公
三
党
合
意
に
よ
る
消

費
税
増
税
強
行
な
ど
、
民
主
党
政
権
の
数
々
の
公
約
違

反
・
失
政
に
対
す
る
国
民
の
審
判
が
下
り
ま
し
た
。
民
主

党
へ
の
国
民
的
な
怒
り
の
中
で
、
自
民
・
公
明
両
党
が
議

席
を
増
や
し
、
自
公
政
権
が
復
活
す
る
結
果
と
な
り
ま
し

た
。

　
総
選
挙
で
日
本
共
産
党
が
対
案
を
示
し
て
訴
え
た
、
消

費
税
増
税
ス
ト
ッ
プ
、
原
発
即
時
ゼ
ロ
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
反

対
、
平
和
憲
法
擁
護
な
ど
の
重
要
争
点
で
、
自
公
両
党
は

国
民
の
期
待
に
応
え
る
展
望
を
示
し
得
て
い
ま
せ
ん
。
ど

の
問
題
で
も
、
今
後
い
っ
そ
う
草
の
根
か
ら
の
運
動
が
重

要
に
な
っ
て
お
り
、
私
た
ち
は
そ
の
前
進
の
た
め
に
力
を

尽
く
す
決
意
で
す
。

　
七
月
に
は
参
議
院
選
挙
が
あ
り
ま
す
。

　
国
政
の
課
題
と
と
も
に
、
京
都
市
の
「
京み

や
こプ
ラ
ン
実
施

計
画
」
の
具
体
化
に
反
対
し
、
切
実
な
く
ら
し･
福
祉･

教

育
の
願
い
を
実
現
す
る
た
め
、
今
年
も
み
な
さ
ん
と
ご

い
っ
し
ょ
に
、
全
力
で
が
ん
ば
り
ま
す
。

二
〇
一
三
年 

国
政
で
も
市
政
で
も

 

京
都
か
ら
変
え
る
新
し
い
年
に

15人の議員 勢ぞろい（ 1 月 4 日）
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世
論
調
査
で
子
育
て
世
代
の
九
割
以
上

が
「
く
ら
し
に
影
響
す
る
」
と
答
え
て
い

る
消
費
税
の
増
税
。
党
議
員
団
は
、「
消

費
税
は
社
会
保
障
の
財
源
確
保
に
重
要

︵
な
税
︶」
と
の
市
長
の
認
識
を
厳
し
く
批

判
し
、
増
税
の
中
止
を
国
に
求
め
る
よ
う

強
く
迫
り
ま
し
た
が
、
オ
ー
ル
与
党
は

「
消
費
税
増
税
の
中
止
」
を
求
め
る
請
願

を
「
不
採
択
」
に
し
ま
し
た
。

 

（
８
ペ
ー
ジ
の
閉
会
本
会
議
討
論
を
参
照
）

　
十
一
月
市
会
中
に
京
都
市
は
、
移
管
を

決
定
し
て
い
た
公
立
保
育
所
三
園
の
う
ち

二
園
の
移
管
先
法
人
を
選
定
し
、
新
た
に

南
区
の
二
園
を
移
管
対
象
と
し
ま
し
た
。

　
党
議
員
団
は
「
民
間
移
管
で
は
な
く
、

公
立
保
育
所
を
守
る
べ
き
」
と
主
張
。
保

育
園
を
廃
止
す
る
か
ど
う
か
は
条
例
で
決

め
る
こ
と
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
議

会
で
の
論
議
が
ま
と
も
に
さ
れ
な
い
ま
ま
、

移
管
先
法
人
の
選
定
を
す
す
め
る
こ
と
は

議
会
無
視
で
あ
り
、
自
治
体
の
意
思
決
定

の
仕
組
み
を
蹂じ
ゅ
う
り
ん躙す

る
も
の
と
厳
し
く
指

摘
し
ま
し
た
。

　₁₁月₂₆日、党
議員団は、「₂₀₁₃
年度京都市予算
編成に対する要
求書」を門川市
長に提出しまし
た。
　この申し入れ
には、山中渡団長、倉林明子幹事長らが参加し、星川副市
長・岡田総合企画局長らが応対しました。
　「予算要求書」は、「重点要求」₈₁項目（うち新規₁₉項
目）、「分野別要求」₂₀₃項目（うち新規₃₇項目）からなり、

「重点要求」では、「憲法を守る」ことや「即時原発ゼロ」
などを国に求めるとともに、「地域防災計画の策定にあた
って」の項を新しく起こしています。
 （「予算要求書」の全文は、市議団ホームページをご覧ください）

　
十
二
月
十
九
日
の
交
通
水
道
消
防
委
員

会
で
、
新
し
い
「
上
下
水
道
事
業
中
期
経

営
プ
ラ
ン
」
骨
子
が
発
表
さ
れ
、
二
月
市

会
に
料
金
制
度
の
見
直
し
に
関
す
る
条
例

改
正
案
を
提
案
す
る
と
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。
質
疑
の
中
で
も
、
値
上
げ
を
示
唆

す
る
理
事
者
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
党
議
員
団
は
、
十
二
月
二
十
一
日
、

「
上
下
水
道
料
金
の
値
上
げ
は
断
じ
て

許
さ
れ
な
い
」
と
の
「
声
明
」
を
発
表
。

「
声
明
」
で
は
、
市
民
生
活
が
大
変
厳
し

い
状
況
に
あ
る
中
で
、
く
ら
し
を
直
撃
す

る
上
下
水
道
料
金
の
値
上
げ
は
許
さ
れ
な

い
と
し
て
、
値
上
げ
を
行
わ
な
い
よ
う
求

め
て
い
ま
す
。

 

（
写
真
は
、「
声
明
」
発
表
の
会
見
）

﹁
消
費
税
増
税
の
中
止
﹂を

公
立
保
育
所
を
守
る
べ
き

上
下
水
道
料
金
の
値
上
げ
は

 
断
じ
て
許
さ
れ
な
い

「₂₀₁₃年度京都市予算編成に
対する要求書」 を市長に提出

くらし切り捨て・
市長の姿勢を追及し、 市民要求の実現を迫る

負担増の市政の転換を



40歳以上の夫・専業主婦・小学生の子ども2人

年収300万円

311,000円

年収500万円 年収700万円

（日本共産党佐々木憲昭議員に内閣府が提出した資料に基づき作成）

（万円）
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代表質問
11 月 30 日月定例市会 本会議11 くらた 共子 議員

くらた共子議員は、11月30日に開かれた本会議で、
日本共産党を代表して質問を行いました。

消
費
税
増
税
中
止
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
や
め
よ

い
の
ち
・
く
ら
し
・
雇
用
・
営
業
を
守
れ

45

子
育
て
世
代
へ
の 

消
費
税
増
税
の
影
響

　「
子
ど
も
手
当
て
も
廃
止
さ
れ
、
賃
金
は
増

え
ず
、毎
月
家
計
は
カ
ツ
カ
ツ
。
不
安
で
た
ま

ら
な
い
」

　
く
ら
た
議
員
は
、
子
育
て
中
の
母
親
の
声
を

紹
介
。
世
論
調
査
と
政
府
に
よ
る
負
担
増
の
試

算
を
示
し
て
増
税
を
批
判
。
子
育
て
世
帯
へ
の

増
税
の
影
響
に
つ
い
て
認
識
を
質
し
ま
し
た
。

　
副
市
長
は
、「
消
費
税
増
税
は
、
広
い
世
代

が
負
担
を
分
か
ち
合
う
も
の
」
な
ど
と
増
税
を

容
認
す
る
答
弁
を
行
い
ま
し
た
。

雇
用
確
保
に
対
す
る
企
業
の
責
任

　
く
ら
た
議
員
は
、
二
五
〇
人
の
希
望
退
職
者

を
募
る
と
す
る
ロ
ー
ム
に
は
、
内
部
留
保
七
千

億
円
、
京
都
会
館
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
料
五

二
億
五
千
万
円
な
ど
十
分
な
体
力
が
あ
る
こ
と

を
指
摘
。
雇
用
確
保
を
目
的
と
す
る
京
都
市
企

業
立
地
促
進
事
業
の
補
助
を
受
け
て
お
り
、
社

会
的
責
任
を
果
た
す
べ
き
と
主
張
し
ま
し
た
。

　
理
事
者
は
、「
業
績
を
回
復
し
て
売
り
上
げ

を
伸
ば
し
、
雇
用
拡
大
を
は
か
る
こ
と
を
期
待

す
る
」
と
述
べ
る
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

大
型
ス
ー
パ
ー
出
店
規
制
、 

堀
川
商
店
街
を
守
れ

　
く
ら
た
議
員
は
、
堀
川
丸
太
町
に
計
画
さ
れ

る
大
型
ス
ー
パ
ー
に
つ
い
て
、
住
環
境
と
堀
川

商
店
街
へ
の
影
響
が
大
き
く
、
出
店
を
規
制
す

る
べ
き
と
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、
堀
川
団
地
の

再
整
備
に
つ
い
て
は
、
住
民
や
商
店
街
か
ら
整

備
後
の
居
住
・
営
業
の
不
安
の
声
が
出
さ
れ
て

お
り
、
意
見
を
よ
く
聞
い
て
、
市
と
し
て
商
店

街
活
性
化
に
役
割
を
果
た
す
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
団
地
再
整
備
に
つ
い
て
、
市
長
は
、「
京
都

市
と
し
て
、
町
づ
く
り
協
議
会
や
団
地
再
生
・

事
業
推
進
委
員
会
に
参
加
し
て
お
り
、
商
店
街
、

入
居
者
、
地
域
住
民
の
理
解
の
上
で
す
す
め
る

よ
う
働
き
か
け
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
中
止
を
求
め
よ

　
く
ら
た
議
員
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
は
国
民
皆
保

険
制
度
を
崩
壊
さ
せ
る
も
の
だ
と
指
摘
。
住
民

の
い
の
ち
と
く
ら
し
を
守
る
た
め
、
参
加
の
中

止
を
強
く
求
め
る
べ
き
と
主
張
し
ま
し
た
。

　
副
市
長
は
、「
食
の
安
全
・
安
心
の
確
保
、

国
民
皆
保
険
堅
持
の
視
点
は
大
変
重
要
」
と
の

認
識
を
示
し
な
が
ら
、「
国
策
で
判
断
さ
れ
る

も
の
」
と
の
答
弁
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

高
齢
者
の
く
ら
し
を
守
る 

体
制
の
整
備
を 

　
く
ら
た
議
員
は
、
高
齢
者
の
生
活
の
問
題
を

解
決
す
る
た
め
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
基
盤
の
整
備

を
す
す
め
る
と
同
時
に
、
福
祉
事
務
所
の
体
制

を
強
化
し
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
市
民

か
ら
の
相
談
に
す
み
や
か
に
対
応
す
る
こ
と
、

市
職
員
が
現
場
で
判
断
し
、
困
難
を
抱
え
る
市

民
の
処
遇
に
責
任
を
果
た
す
よ
う
求
め
ま
し
た
。

ま
た
、
介
護
保
険
料
の
大
幅
値
上
げ
が
高
齢
者

の
く
ら
し
を
圧
迫
し
て
お
り
、
負
担
軽
減
を
求

め
ま
し
た
。

　
理
事
者
は
、「
相
談
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
で
適
切
に
対
応
し
て
い
る
。
介
護
保
険
料

は
、
独
自
の
減
額
制
度
を
拡
大
し
た
」
と
の
答

弁
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

資
格
証
明
書
発
行
の
中
止
、 

高
す
ぎ
る
国
保
料
の
引
き
下
げ
を

　
く
ら
た
議
員
は
、
滞
納
し
て
い
る
保
険
料
を
、

計
画
に
基
づ
い
て
き
ち
ん
と
納
入
し
て
い
る
市

民
に
も
、
取
立
て
最
優
先
の
対
応
を
し
て
い
る

こ
と
を
批
判
。「
資
格
証
明
書
」
の
発
行
を
中

止
し
、
高
す
ぎ
る
保
険
料
の
引
き
下
げ
を
行
う

よ
う
求
め
ま
し
た
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
を

　
く
ら
た
議
員
は
、
大
飯
原
発
を
即
時
停
止
さ

せ
る
べ
き
と
主
張
す
る
と
と
も
に
、
地
域
循
環

型
経
済
の
起
爆
剤
と
し
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
位
置
づ
け
、
中
小
企
業
や
地
域
の
事
業
者

の
参
画
で
、
地
域
内
循
環
型
経
済
の
具
体
化
を

図
る
こ
と
を
強
く
求
め
ま
し
た
。

　
市
長
は
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
で
、

市
民
生
活
や
経
済
活
性
化
に
つ
な
が
る
。
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
地
域
資
源
と
し
て
最
大
限

に
活
用
す
る
」
と
の
認
識
を
示
し
ま
し
た
。

上
京
区
に
お
け
る 

防
災
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　
く
ら
た
議
員
は
、
老
朽
木
造
家
屋
や
長
屋
、

袋
小
路
な
ど
が
多
い
上
京
区
で
、
災
害
時
に
建

物
の
倒
壊
、
延
焼
、
避
難
路
の
遮
断
な
ど
に
よ

る
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
対
策
が
必
要

と
述
べ
、
京
都
市
が
始
め
た
「
京
都
市
細
街
路

対
策
事
業
」
の
位
置
づ
け
を
高
め
、
防
災
対
策

と
し
て
事
業
内
容
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
求
め

ま
し
た
。

社会保障と税の一体改革による負担増
(2011年と16年の比較）



代表質問
11 月 30 日月定例市会 本会議11 北山 ただお 議員

北山ただお議員は、11月30日に開かれた本会議で、
日本共産党を代表して質問を行いました。

上
下
水
道
料
金
、 地
下
鉄
運
賃
の
値
上
げ
は
や
め
よ

東
大
路
通
り
歩
道
拡
幅
計
画
は
住
民
合
意
で

67

東
日
本
大
震
災
の 

被
災
者
支
援
の
拡
充
を

　
北
山
議
員
は
、
今
な
お
、
京
都
市
内
に
二
九

二
世
帯
七
二
七
人
の
方
が
避
難
し
、
市
営
住
宅

に
は
八
一
世
帯
二
二
〇
人
の
方
が
入
居
さ
れ
て

い
る
と
述
べ
、
入
居
延
長
が
で
き
ず
三
年
で
市

営
住
宅
か
ら
追
い
出
さ
れ
る
た
め
、「
子
ど
も

の
学
校
や
仕
事
が
落
ち
着
か
ず
不
安
だ
」
と
い

う
保
護
者
の
声
を
紹
介
。
市
と
し
て
、
長
期
入

居
が
可
能
と
な
る
よ
う
決
断
を
求
め
ま
し
た
。

　
市
長
は
、「
復
興
の
状
況
、
国
の
動
向
を
見

極
め
、
居
住
支
援
策
を
行
う
」
と
答
弁
し
ま
し

た
。地

下
鉄
事
業
は
、 国
に
補
助
制
度

の
抜
本
的
改
善
を
求
め
よ

　
北
山
議
員
は
、
地
下
鉄
事
業
会
計
が
厳
し
く

な
っ
て
い
る
原
因
は
、
東
西
線
の
建
設
費
が
当

初
の
二
四
五
〇
億
円
か
ら
四
五
〇
〇
億
円
へ
と

二
倍
に
も
膨
張
し
た
こ
と
だ
と
指
摘
。
工
期
を

延
長
し
、
建
設
費
を
膨
張
さ
せ
た
「
ゼ
ネ
コ
ン

い
い
な
り
」
の
京
都
市
の
姿
勢
に
原
因
が
あ
る

上
下
水
道
料
金
の 

値
上
げ
は
や
め
よ

　
北
山
議
員
は
、
今
の
市
民
生
活
は
大
変
厳
し

い
状
況
に
あ
り
、
値
上
げ
な
ど
決
し
て
受
け
入

れ
ら
れ
な
い
と
述
べ
、
十
一
月
二
十
一
日
に

出
さ
れ
た
「
料
金
制
度
審
議
会
」
の
答
申
を
、

「
値
上
げ
」
の
理
由
に
し
な
い
よ
う
求
め
ま
し

た
。

　
市
長
は
、「
施
設
更
新
に
要
す
る
多
額
の
経

費
な
ど
、
財
政
収
支
見
通
し
に
基
づ
き
判
断
す

る
」
と
し
、
新
た
な
料
金
制
度
を
二
〇
一
三
年

二
月
に
示
す
と
答
弁
し
ま
し
た
。

焼
却
灰
溶
融
施
設
の
撤
回
を

　
北
山
議
員
は
、
焼
却
灰
溶
融
施
設
に
つ
い
て
、

二
〇
一
三
年
八
月
末
ま
で
引
渡
し
が
で
き
な
い

と
い
う
欠
陥
施
設
で
あ
っ
た
こ
と
が
証
明
さ
れ

た
の
だ
か
ら
、
契
約
を
破
棄
す
る
こ
と
は
当
然

だ
と
指
摘
。
さ
ら
に
、
市
は
「
財
政
困
難
」
を

掲
げ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
年
間
二
〇
億

円
も
の
維
持
経
費
に
税
金
を
投
入
し
て
す
す
め

る
効
果
を
ど
う
証
明
す
る
の
か
と
質
し
ま
し
た
。

　
理
事
者
は
、「
プ
ラ
ン
ト
の
安
定
稼
働
確
保

を
行
い
、
効
率
的
運
転
に
努
め
、
経
費
削
減
を

図
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

と
追
及
し
ま
し
た
。  

　
北
山
議
員
は
、
運
賃
値
上
げ
で
は
な
く
、
施

設
更
新
等
へ
の
国
の
補
助
制
度
改
善
や
徹
底
し

た
利
便
性
の
向
上
、
耐
震
化
の
努
力
で
乗
客
増

加
を
は
か
り
、
大
量
輸
送
機
関
と
し
て
地
下
鉄

の
役
割
を
果
た
す
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
理
事
者
は
、「『
歩
く
ま
ち
・
京
都
』
を
リ
ー

ド
す
る
公
営
交
通
と
し
て
生
活
基
盤
の
中
核
を

に
な
っ
て
い
く
。
国
へ
の
要
望
も
重
要
」
と
答

弁
し
ま
し
た
。

下
水
道
老
朽
管
の
更
新
は 

国
の
補
助
制
度
拡
充
を

　
北
山
議
員
は
、
二
〇
一
一
年
、
洛
西
地
区
で

水
道
管
の
破
裂
事
故
が
頻
発
し
た
が
、
国
の
補

助
制
度
が
不
十
分
で
あ
る
た
め
に
、
老
朽
管
の

更
新
が
遅
れ
て
き
た
と
指
摘
。
今
後
、
す
べ
て

の
老
朽
管
の
更
新
を
行
う
た
め
に
一
五
〇
〇
億

円
も
か
か
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り
、

国
へ
の
補
助
制
度
改
善
の
要
望
を
強
く
求
め
ま

し
た
。

　
市
長
は
、「
国
の
財
政
支
援
制
度
は
料
金
が

平
均
よ
り
も
高
い
都
市
を
対
象
に
し
て
い
る
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。

東山コミュニティバス
2011年10月から、住宅街と地元商店街
や病院、駅を結んで運行されています。

東
大
路
通
り
の
歩
道
拡
幅
計
画
は

住
民
合
意
で

　
北
山
議
員
は
、
東
大
路
通
り
の
歩
道
拡
幅
計

画
は
、
車
線
の
減
少
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
交

通
渋
滞
激
化
な
ど
の
不
安
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
と
指
摘
。
沿
道
住
民
の
声
を
よ
く
聞
い
て
、

住
民
合
意
を
基
本
に
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
理
事
者
は
、「
市
民
に
丁
寧
に
説
明
し
て
い

く
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
実
効
性
あ
る
車
の
流
入
規
制
の
具

体
的
計
画
を
た
だ
ち
に
つ
く
る
こ
と
、
交
通
不

便
地
域
解
消
に
つ
い
て
総
合
的
な
対
策
を
求
め

ま
し
た
。

　
理
事
者
は
、「
住
民
の
主
体
的
活
動
に
対
し

引
き
続
き
支
援
を
行
う
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。
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西
村
議
員
は
、
消
費
税
増
税
を
中
止
す
べ
き
理
由

と
し
て
、
第
一
に
、
消
費
税
増
税
で
年
間
十
三
兆
円
、

さ
ら
に
年
金
削
減
や
医
療
改
悪
な
ど
を
あ
わ
せ
る
と
、

国
民
に
は
年
間
二
十
兆
円
も
の
大
負
担
増
に
な
る
と

指
摘
。
不
況
を
口
実
と
し
た
大
企
業
の
リ
ス
ト
ラ
、

雇
用
破
壊
の
も
と
で
、
国
民
所
得
の
減
少
、
貧
困
と

格
差
の
拡
大
、
地
域
経
済
が
疲
弊
し
て
お
り
、
そ
の

さ
な
か
の
大
増
税
は
、
く
ら
し
も
日
本
経
済
も
破
綻

さ
せ
る
と
厳
し
く
批
判
し
ま
し
た
。

　
第
二
に
、一
九
九
七
年
の
消
費
税
増
税
で
、回
復
途
上

に
あ
っ
た
景
気
を
ど
ん
底
に
突
き
落
と
し
、
国
と
地

方
合
わ
せ
て
十
四
年
間
で
八
十
四
兆
円
も
税
収
が
減

っ
た
事
例
も
示
し
、
消
費
税
増
税
を
し
て
も
、
税
収

が
増
え
る
ど
こ
ろ
か
逆
に
落
ち
込
み
、
国
と
地
方
の

財
政
を
更
な
る
危
機
に
追
い
込
む
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　
第
三
に
、
政
府
は
「
消
費
税
増
税
分
は
全
額
、
社

会
保
障
に
充
て
る
」
と
し
て
い
た
が
、
消
費
税
法
の

付
則
に
「
成
長
戦
略
」
や
「
事
前
防
災
及
び
減
災
」

な
ど
に
重
点
配
分
す
る
と
の
条
項
を
盛
り
込
み
、
国

民
の
願
い
に
反
し
、
増
税
分
を
大
型
公
共
事
業
に
充

て
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
厳
し
く
批
判
し
ま
し
た
。

　
第
四
に
、
社
会
保
障
再
生
・
拡
充
と
財
政
危
機
打

開
は
、
ム
ダ
の
一
掃
と
富
裕
層
・
大
企
業
へ
の
応

分
の
負
担
に
よ
っ
て
こ
そ
展
望
が
開
け
て
く
る
と
、

消
費
税
増
税
で
な
く
別
の
道
が
あ
る
こ
と
を
示
し
、

「
消
費
税
増
税
中
止
を
求
め
る
市
民
の
請
願
は
採
択

す
べ
き
」
と
主
張
し
ま
し
た
。

　
西
野
議
員
は
、
北
朝
鮮
が
発
射
し
た
「
ロ
ケ
ッ

ト
」
に
つ
い
て
、
国
連
安
保
理
決
議
一
八
七
四
号
が
、

ミ
サ
イ
ル
だ
け
で
な
く
「
弾
道
ミ
サ
イ
ル
技
術
を
利

用
し
た
ロ
ケ
ッ
ト
の
発
射
」
も
中
止
す
る
よ
う
求
め

て
い
た
こ
と
を
指
摘
、
北
朝
鮮
が
安
保
理
決
議
に
違

反
し
事
態
を
悪
化
さ
せ
た
行
為
に
対
し
強
く
抗
議
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
回
の
決
議
が
、
拉
致
問
題
と
「
ロ
ケ
ッ

ト
」
発
射
問
題
を
一
本
の
決
議
で
あ
つ
か
っ
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
、「
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
問
題
で
あ
り
、

本
来
は
切
り
離
し
て
考
え
る
べ
き
」
と
指
摘
。
拉
致

の
問
題
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
二
年
の
日
朝
平
壌
宣

言
の
精
神
に
立
ち
戻
り
、
中
断
さ
れ
て
い
る
日
朝
交

渉
の
再
開
へ
む
け
、
日
本
政
府
が
北
朝
鮮
に
対
し
強

力
に
働
き
か
け
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
日
本
共
産
党
が
、
拉
致
問
題
を
は
じ
め

日
朝
間
の
諸
問
題
を
平
和
的
な
交
渉
に
よ
っ
て
道
理

あ
る
形
で
包
括
的
に
解
決
す
る
こ
と
を
一
貫
し
て
め

ざ
し
て
き
た
政
党
で
あ
る
こ
と
を
紹
介
。
党
と
し
て
、

引
き
続
き
問
題
の
解
決
に
む
け
努
力
を
尽
く
す
決
意

を
述
べ
、
討
論
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

西
村
よ
し
み
議
員
が﹁
消
費
税

増
税
中
止
を
求
め
る
請
願
﹂の

不
採
択
に
反
対
討
論

西
野
さ
ち
子
議
員
が﹁
北
朝
鮮
の
弾
道
ミ
サ

イ
ル
発
射
に
抗
議
し
、拉
致
問
題
の
一
刻
も

早
い
解
決
を
求
め
る
意
見
書
﹂に
賛
成
討
論

く
ら
し
も
経
済
も
財
政
も
破
綻
さ
せ
る
消
費
税
増
税
は
中
止
す
べ
き

妊
婦
健
診
と
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
等 

 

公
費
助
成
継
続
を
求
め
る
意
見
書
を
可
決

﹁
左
京
区
高
野
の
パ
チ
ン
コ
店
建
設
反
対
﹂の

請
願
を
全
会
一
致
で
採
択

北
朝
鮮
の
ロ
ケ
ッ
ト
発
射
に
抗
議
、
平
和
的
解
決
へ
外
交
努
力
を
強
め
よ

11月市会で可決された意見書・決議（２件）

共産 自民 民主・　
都みらい 公明 京都 みんな・

無所属　

妊婦健診及びヒブワクチン等への公費助成継続を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○
北朝鮮の弾道ミサイル発射に抗議し、拉致問題の一刻も早い解
決を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○

　
今
議
会
で
は
、
妊
婦
健
診
と
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
な
ど
へ
の
公
費
助
成
継
続
を
国
に
求

め
る
意
見
書
を
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
妊
婦
健
診
の
十
四
回
分
の
公
費
助
成
が
今
年
度
で
終
了
し
、
三
ワ
ク
チ
ン
︵
ヒ

ブ
・
小
児
用
肺
炎
球
菌
・
子
宮
頸
が
ん
予
防
︶
の
公
費
助
成
事
業
が
、
四
大
臣
合
意

︵
二
〇
一
一
年
十
二
月
︶
に
よ
り
、
一
三
年
度
か
ら
一
般
財
源
化
さ
れ
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
意
見
書
で
は
、
一
般
財
源
化
に
よ
っ
て
財
政
力
の
弱
い
市
町
村
の
負
担
が
増
え
る

こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
来
年
度
以
降
も
公
費
助
成
を
継
続
し
、
今
年
度
と

同
水
準
の
国
負
担
に
よ
る
財
政
措
置
を
と
る
よ
う
国
に
求
め
て
い
ま
す
。

　
左
京
区
高
野
の
ホ
テ
ル
跡
地
に
、
パ
チ
ン
コ
店
が
出
店
す
る
計
画
が
明
ら

か
に
な
り
、
地
元
で
大
き
な
反
対
の
運
動
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
十
一
月
市

会
に
、
一
万
二
千
を
超
え
る
署
名
を
添
え
て
「
パ
チ
ン
コ
店
建
設
反
対
」
の

請
願
が
出
さ
れ
、
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

○賛成　●反対

新
着
情
報︵
見
解
・
声
明
な
ど
︶

New

﹇
申
し
入
れ
﹈
2
0
1
3
年
度
京
都
市
予
算
編
成
に
対
す
る
要
求
書 

（
2
0
1
2
年
11
月
2₆
日
）

﹇
声
　
　
明
﹈
上
下
水
道
料
金
の
値
上
げ
は
断
じ
て
許
さ
れ
な
い 

（
2
0
1
2
年
12
月
21
日
）

全
文
は
、
市
議
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。



常任委員会トピックス

1011

　
経
済
総
務
委
員
会

●
行
財
政
局

◦ 
京
都
市
実
費
弁
償
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

◦
不
動
産
の
処
分
に
つ
い
て

◦ 

当
せ
ん
金
付
証
票
の
発
売
金
額
に
つ
い

て
◦ 「
京
都
市
地
域
防
災
計
画
」改
正
案
及
び

同
改
正
案
に
関
す
る
市
民
意
見
募
集
の

実
施
結
果
概
要
に
つ
い
て

◦
大
飯
原
発
停
止
の
要
請
に
つ
い
て

●
産
業
観
光
局

◦ 

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て︵
京
都

市
勧
業
館
︶

◦ 

京
都
市
宇
多
野
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
の
不
正
使
用
に
係
る
再
発

防
止
の
取
組
に
つ
い
て

◦ 

京
都
市
清
酒
の
普
及
の
促
進
に
関
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

◦ 

有
害
鳥
獣
被
害
防
止
柵
の
設
置
と
補
修

料
補
助
に
つ
い
て

◦ 

請
願「
消
費
税
増
税
中
止
・
反
対
の
要

請
」は
、
自
民
、
民
主
、
公
明
、
京
都

党
、
み
ん
な
の
党
・
無
所
属
の
会
の
反

対
に
よ
っ
て
、
不
採
択
に
。

　
く
ら
し
環
境

●
環
境
政
策
局

◦ 

市
環
境
影
響
評
価
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

◦ 

京
都
市
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
い
て

◦
市
民
協
働
発
電
制
度
に
つ
い
て

◦ 

東
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
休
止
に
伴

う
作
業
に
つ
い
て

●
文
化
市
民
局

◦
伏
見
区
神
川
出
張
所
の
移
転
に
つ
い
て

◦ 

動
物
園
・
東
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
へ
の
店
舗

設
置
に
つ
い
て

　
教
育
福
祉
委
員
会

●
保
健
福
祉
局

◦ 

地
域
主
権
改
革
一
括
法
に
基
づ
く
、
福

祉
施
設
・
衛
生
施
設
等
の
条
例
に
つ
い

て
◦ 

福
祉
施
設
に
指
定
管
理
者
制
度
は
ふ
さ

わ
し
く
な
い

◦ 
市
営
保
育
所
の
移
管
法
人
選
定
等
に
つ

い
て

◦ 
中
央
斎
場
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
民
間

委
託
あ
り
き
で
進
め
る
べ
き
で
は
な
い

◦
保
育
・
学
童
保
育
施
策
の
充
実
を

◦ 

生
活
保
護
基
準
の
引
き
下
げ
に
反
対
す

べ
き

●
教
育
委
員
会

◦ 

工
業
高
校
二
校
の
統
廃
合
に
つ
い
て

◦ 

公
立
高
校
の
新
し
い
教
育
・
入
試
制
度

へ
の
市
民
意
見
募
集
結
果
に
つ
い
て

◦ 

中
学
校
給
食
は
、
学
校
給
食
法
に
基
づ

き
、
選
択
制
で
な
く
実
施
を

◦ 

六
年
生
を
小
学
校
に
通
わ
せ
た
い
東
山

区
の
親
の
願
い
に
応
え
よ

◦
御
所
南
小
学
校
の
対
策
に
つ
い
て

　
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

●
都
市
計
画
局

◦ 

都
市
計
画
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

◦
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

◦
調
停
の
成
立
に
つ
い
て

◦ 「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
移
動
等
円
滑
化
基
本

構
想︵
素
案
︶」に
対
す
る
市
民
意
見
募

集
の
実
施
、
来
年
度
に
構
想
を
策
定
す

る
重
点
整
備
地
区
に
つ
い
て

◦ 

公
園
・
緑
地
及
び
土
地
区
画
整
理
事
業

の
見
直
し
指
針
に
対
す
る
市
民
意
見
募

集
の
結
果
に
つ
い
て

◦ 「
左
京
区
高
野
の
パ
チ
ン
コ
店
建
設
反

対
」の
請
願
を
全
会
一
致
で
採
択

◦ 

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
京
都
跡
地
へ
の
イ
ズ
ミ

ヤ
出
店
計
画
に
つ
い
て

●
建
設
局

◦ 

自
転
車
等
駐
車
場
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

◦
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

◦
町
の
区
域
の
変
更
に
つ
い
て

◦ 

道
路
や
公
園
な
ど
公
共
土
木
施
設
の
構

造
等
の
基
準
を
定
め
る
条
例
制
定
等
に

関
す
る
市
民
意
見
募
集
結
果
に
つ
い
て

◦ 

ト
ン
ネ
ル
施
設
等
の
緊
急
点
検
に
つ
い

て
　
交
通
水
道
消
防
委
員
会

●
上
下
水
道
局

◦ 
上
下
水
道
局
職
員
の
懲
戒
処
分
に
つ
い

て
◦ 「
京
都
市
上
下
水
道
料
金
制
度
の
あ
り

方
等
に
つ
い
て
の
意
見
書
」の
提
出
に

つ
い
て

◦ 

京
都
市
上
下
水
道
事
業
中
期
経
営
プ
ラ

ン︵
二
〇
一
三
～
二
〇
一
七
︶骨
子
に
つ

い
て

●
交
通
局

◦ 

便
利
で
わ
か
り
や
す
い
市
バ
ス
路
線
・

ダ
イ
ヤ
編
成
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て

◦ 

山
科
区
に
お
け
る
民
間
バ
ス
の
取
組
支

援
を

経
済
総
務
委
員
会

︵
12
月
1₈
日
︶

く
ら
し
環
境
委
員
会︵

12
月
1₈
日
︶

教
育
福
祉
委
員
会

︵
12
月
1₈
日
︶

ま
ち
づ
く
り
委
員
会︵

12
月
1₉
日
︶

交
通
水
道
消
防
委
員
会

︵
12
月
1₉
日
︶

十
一
月
定
例
市
会
を
終
え
て
二
〇
一
二
年
十
二
月
二
十
六
日

日
本
共
産
党
京
都
市
会
議
員
団

一 

、
本
日
、
十
一
月
定
例
市
会
は
、
市
長
提
案
の
三
七
議
案
と
議
員
提
案
の
一
議

案
を
可
決
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。
党
議
員
団
は
、
市
長
提
案
の
内
、
市
職
員
や

学
校
教
職
員
な
ど
の
給
与
引
き
下
げ
条
例
三
議
案
お
よ
び
教
育
委
員
の
任
命
に

反
対
し
、
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
三
三
議
案
に
賛
成
し
ま
し
た
。
ま
た
、
議

員
提
案
の
「
清
酒
の
普
及
促
進
に
関
す
る
条
例
」
議
案
に
賛
成
し
ま
し
た
。
自

民
、
民
主
・
都
み
ら
い
、
公
明
、
京
都
、
み
ん
な
・
無
の
会
派
は
全
て
の
議
案

に
賛
成
し
、「
消
費
税
増
税
中
止
の
要
請
を
国
に
求
め
る
」
請
願
を
不
採
択
に

し
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
党
議
員
団
は
、
世
論
調
査
の
数
字
も
示
し
「
消
費
税

増
税
で
な
く
別
の
道
が
あ
る
」
と
増
税
中
止
を
求
め
、
不
採
択
に
対
す
る
反
対

討
論
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　 

　
ま
た
、「
妊
婦
健
診
及
び
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
等
へ
の
公
費
助
成
継
続
を
求
め
る
」

意
見
書
が
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。「
北
朝
鮮
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射

に
抗
議
し
、
拉
致
問
題
の
一
刻
も
早
い
解
決
を
求
め
る
」
意
見
書
も
全
会
一
致

で
採
択
さ
れ
ま
し
た
が
、
党
議
員
団
は
「
あ
く
ま
で
平
和
的
な
外
交
努
力
で
解

決
す
べ
き
」
と
、
賛
成
討
論
で
指
摘
し
ま
し
た
。

一 

、
今
議
会
は
、
国
会
が
解
散
さ
れ
、
会
期
中
に
総
選
挙
が
公
示
さ
れ
る
と
い
う

事
態
の
下
で
、
本
会
議
質
問
を
お
こ
な
っ
た
後
に
選
挙
投
票
日
ま
で
議
会
を
休

会
す
る
と
い
う
措
置
を
と
り
ま
し
た
。
本
会
議
質
問
で
は
、
原
発
再
稼
働
、
消

費
税
増
税
と
社
会
保
障
改
革
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
、
な
ど
取
り
上
げ
ま
し
た
。
憲
法

改
悪
な
ど
国
民
の
声
を
無
視
し
、
歴
史
ま
で
逆
流
さ
せ
よ
う
と
す
る
政
治
を
変

え
た
い
と
い
う
声
に
応
え
て
、
新
し
い
日
本
改
革
ビ
ジ
ョ
ン
の
内
容
を
具
体
化

す
る
論
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

　 

　
厳
し
い
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
子
育
て
世
代
へ
の
消
費
税
の
影
響
を
質
し

た
の
に
対
し
、
副
市
長
は
「
広
い
世
代
が
負
担
を
分
か
ち
合
い
財
源
を
確
保
す

る
も
の
」
と
の
従
来
の
認
識
を
述
べ
る
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

　 

　
食
の
安
全
や
医
療
と
薬
業
を
は
じ
め
国
民
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
打
撃
を

受
け
る
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
の
中
止
を
国
に
働
き
か
け
る
よ
う
求
め
ま
し
た
が
、
副

市
長
は
「
食
の
安
心
・
安
全
の
確
保
、
国
民
皆
保
険
堅
持
の
視
点
は
大
変
重
要
」

と
述
べ
つ
つ
も
、「
国
策
で
判
断
さ
れ
る
も
の
、
注
視
す
る
」
と
無
責
任
な
答

弁
に
終
始
し
ま
し
た
。

　 

　
大
飯
原
発
の
即
時
停
止
、
地
域
循
環
型
経
済
の
具
体
化
に
よ
り
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
を
求
め
ま
し
た
。
市
長
は
、大
飯
原
発
の
中
止
に
つ
い
て「
関

西
広
域
連
合
と
し
て
国
に
申
し
入
れ
た
」
と
自
ら
の
見
解
は
述
べ
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
は
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
で
市

民
生
活
や
経
済
活
性
化
に
つ
な
が
る
」
と
の
認
識
を
示
し
ま
し
た
。

　 

　
事
故
や
ト
ラ
ブ
ル
が
相
次
ぎ
欠
陥
施
設
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
焼
却
灰

溶
融
施
設
に
つ
い
て
「
今
こ
そ
契
約
破
棄
を
す
べ
き
」
と
厳
し
く
求
め
ま
し
た

が
、
依
然
と
し
て
稼
働
に
固
執
す
る
姿
勢
を
示
し
ま
し
た
。

一 

、
今
議
会
中
に
京
都
市
は
、
移
管
を
決
定
し
た
公
立
保
育
所
三
園
の
う
ち
二
園

の
移
管
先
法
人
を
選
定
し
、
新
た
に
南
区
の
二
園
を
移
管
対
象
保
育
園
と
す
る

と
し
ま
し
た
。
党
議
員
団
は
「
公
立
保
育
所
を
守
る
べ
き
」
と
主
張
し
、
既
存

の
保
育
園
を
廃
止
す
る
か
ど
う
か
は
条
例
事
項
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
議

会
で
も
論
議
が
ま
と
も
に
さ
れ
な
い
ま
ま
、
移
管
先
法
人
の
選
定
を
進
め
る
こ

と
は
議
会
軽
視
で
あ
り
、自
治
体
の
意
思
決
定
の
仕
組
み
を
無
視
す
る
も
の
と
、

指
摘
し
ま
し
た
。
ま
た
市
教
委
が
、
公
立
高
校
の
教
育
制
度
と
入
試
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、「
類
・
類
型
制
の
廃
止
、
通
学
圏
の
拡
大
、
単
独
選
抜
」
な
ど
を

柱
と
す
る
改
悪
案
を
打
ち
出
し
、
再
来
年
度
か
ら
の
実
施
を
め
ざ
す
と
し
て
い

る
こ
と
。
さ
ら
に
、
伏
見
・
洛
陽
の
二
工
業
高
校
に
つ
い
て
も
、
何
の
根
拠
も

示
さ
ず
「
統
合
」
と
の
方
針
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
こ
と
は
問
題
で
す
。

　 

　
ま
た
、
市
会
交
通
水
道
消
防
委
員
会
で
、
新
し
い
「
上
下
水
道
局
中
期
経
営

プ
ラ
ン
」
の
骨
子
が
発
表
さ
れ
、
来
年
二
月
市
会
に
料
金
制
度
の
見
直
し
に
関

す
る
条
例
改
正
案
を
提
案
す
る
と
の
報
告
が
あ
り
、
質
疑
の
中
で
も
、
値
上
げ

を
示
唆
す
る
理
事
者
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　 

　
こ
れ
に
対
し
、
党
議
員
団
は
「
声
明
」
を
発
表
し
、
市
民
生
活
が
大
変
厳
し

い
状
況
に
あ
る
中
で
、
く
ら
し
を
直
撃
す
る
上
下
水
道
料
金
の
値
上
げ
を
行
わ

な
い
よ
う
強
く
求
め
ま
し
た
。

　 

　
上
下
水
道
局
職
員
の
公
文
書
偽
造
、
公
金
着
手
が
発
覚
し
、
懲
戒
免
職
さ
れ

ま
し
た
。
不
祥
事
の
体
質
が
依
然
と
し
て
根
絶
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
ま

し
た
。

　一 

、
総
選
挙
の
結
果
は
、
自
民
・
公
明
両
党
が
、
三
二
〇
を
超
え
る
議
席
を
獲
得

し
、
自
公
政
権
が
復
活
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
結
果
は
、

三
年
四
カ
月
の
民
主
党
政
権
の
失
政
へ
の
国
民
の
怒
り
が
も
た
ら
し
た
も
の
で

あ
り
、
自
民
党
自
身
が
認
め
て
い
る
よ
う
に
、
自
民
党
へ
の
国
民
的
期
待
が
広

が
っ
た
結
果
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
同
時
に
小
選
挙
区
制
が
民
意
を
大
き
く
ゆ
が

め
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　 

　
消
費
税
増
税
中
止
、
憲
法
改
悪
反
対
、
脱
原
発
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
阻
止
、
沖
縄

米
軍
基
地
撤
去
な
ど
、
直
面
す
る
課
題
に
対
し
、
日
本
共
産
党
が
示
し
て
き
た

各
分
野
の
改
革
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
国
民
の
た
た
か
い
に
と
っ
て
、
い
よ
い
よ
重
要

な
意
義
を
も
つ
も
の
と
な
り
ま
す
。

　 

　
党
議
員
団
は
、ひ
き
つ
づ
き
市
民
の
み
な
さ
ん
と
共
同
し
た
運
動
を
す
す
め
、

総
選
挙
で
掲
げ
た
公
約
の
実
現
の
た
め
、
全
力
を
つ
く
す
と
と
も
に
、
来
年
夏

に
迫
っ
た
参
議
院
選
挙
で
の
勝
利
に
む
け
て
奮
闘
す
る
決
意
で
す
。

声 明
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　京都市の市民協働発電制度について質疑しました。
前回委員会で地産地消、地元中小企業と地域経済に資
する制度とするよう求めたことに続く質疑です。市は
年度内に事業化するとして事業者の公募をすすめてき
ました。今回の質疑では事業者の信用力と公益性の確
保をどう図るのか。太陽光発電設備と公共施設利用の
ルール、将来の民間施設利用のルールづくり等につい
て質しました。市は、事業は市民参加が目的であるこ
と、民間施設利用の検討はこれからとしました。

　「小選挙区制度の見直し」が話題になっている。制度
導入の際に、共産党は「４割の得票で８割の議席をと
る」として危険性に警鐘を鳴らし、廃止を訴えてきた。
その指摘が今回の自民党の圧勝によって証明された。選
挙後の市会では、52％の世論が反対する消費税増税の

「中止を求める請願」に、自民、民主、公明、京都、み
んな・無所属の議員はそろって反対。どちらも大きく民
意を歪めるものだ。
　選挙制度も政治も、民意を反映したものにしなければ
ならない。

　総選挙結果に、「自民はとりすぎや」という声が多
数。４割台の得票で８割もの議席がとれる小選挙区制
度の問題が大きいです。「民意を反映する選挙制度に」
の運動を強めなくては。
　「年金や給与は減って消費税増税なんて困る」の声は
切実。増税と同時に通された社会保障制度改革推進法
は自己責任を強調し、社会保障を後退させるものです。
　改憲の動きも加速しています。９条・25条を守り、
国民の声・願いが反映される政治にするために、力を
あわせましょう！

　上下水道局左京営業所の職員が公文書偽造244件、
490万円の公金横領をしていたことが発覚しました。
管理者は懲戒免職の処分理由を「遵法精神に反し不正
行為を行った」と説明しました。そもそも横領するこ
とを目的に文書の偽造を行ったもので、計画的な犯行
です。警察への告発もせず、内部調査ですませるなど
身内に甘い体質は変わりません。
　市民の信頼回復に取り組む姿勢が問われます。上下
水道料金の値上げなど、とんでもありません。

　ホテルアバンシェル京都（カナート洛北東隣）へのパ
チンコ店建設に反対の声が広がっています。当該地は高
野住宅など住居地域に隣接しており、小中学生の通学路
です。閑静な住宅地に大規模パチンコ店というのは、ま
ちづくりとして全くそぐわないものです。
　今議会では、８つの町内会・管理組合で構成される高
野パチンコ店建設反対住民連絡協議会が提出した「パチ
ンコ店新設計画反対　市の指導を求める請願」を全会派
一致で採択することができました。議会としての決議は
大変重要です。引き続き取り組みます。

　国は福祉施設等の最低基準を決め、その財政責任を
果たさなければなりません。ところが、地域主権の名
の下にこの原則が曖昧にされつつあり、自治体でこの
基準を決める条例案が議題になりました。市長は「市
の独自基準は混乱を招く」と市独自の役割を放棄して、
国の準則通り、国追随の提案。国に責任を求めつつ、
職員配置等、自治体独自の上乗せこそ地方自治だと追
及しました。高校入試や御所南小問題、凌風学園の土
壌汚染等についても取り上げています。

　新たに2013年度の「バリアフリー移動等円滑化基
本構想」策定の重点整備地区に、阪急西院駅（西院地
区）が選定されました。ＪＲ太秦駅に続き、長年の地
元住民の皆さんのねばり強い運動を力に一歩前進です。

「一日も早い具体化、実現を！」と委員会で求めまし
た。シンドラー社のエレベーター事故、笹子トンエル
吊天井崩落事故など重大事故が相次いでいます。京都
市の安全点検、対策も求められます。まちづくり委員
会の役割は重大です。

市民協働発電制度に
ついて

民意を反映した
選挙制度と政治を

国民の声・願いが
反映される政治に！ やまない不祥事

パチンコ店建設中止へ
全会派一致で請願採択

国の責任追及と
自治体の独自性発揮こそ交通バリアフリーが前進

団長　山中　 渡

副団長　井坂 博文河合 ようこ 副団長・幹事長　倉林 明子加藤 あい

井上 けんじ岩橋 ちよみ 下京区

北　区西京区 中京区左京区

南　区右京区 15人の
 市会議員
 から一言

15人の市会議員から一言
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　長男は春から新１年生、次男は保育園年長、私も夫も
30代最後の年、そして市議10年目と、何かと節目を迎
えます。多くの皆さんに支えていただき、心よりお礼を
申し上げます。
　色々な方とお話し、地域の中で日々を送っていると、
効率や採算最優先という、流行のスローガンは本当に異
様に聞こえます。子育て・親育ち、学ぶ、働く、年をと
る…。非効率で切って捨てるのでなく、人間らしく生き
ていける社会へ。本年もよろしくお願い致します。

　哲学の道の景観をめぐり地域で大きな問題となって
います。哲学の道の一部をなす疏水分線は、東側はな
るべく斜面を残す形にして自然に近い形が保たれてい
ます。問題の箇所は大豊神社の付近。「写真スポット
としても有名だったのに、絶壁のような護岸にされ、
風情が台無しになった」「ホタルなどの生育への影響
が心配」との住民の声をうけ、哲学の道保勝会は要望
書を提出しています。哲学の道の自然と景観を守るた
め、ひきつづきがんばります。

　「共産党がチャンスの選挙やな」と知人から声がか
かった総選挙でした。結果、共産党の議席を伸ばす
ことはできなかったのですが、大勝した自民党からも

「政策が受け入れられたわけでない」との感想が出さ
れています。その通りです。現に、消費税増税に関し
ては、慎重な意見が自民党・安倍総裁からも出されて
おり、消費税増税反対の世論と運動が、自民党にも大
きなプレッシャーを与えています。引き続き、住民と
ともに運動に取り組みます。

　選挙後すぐの経済総務委員会では、「消費税増税中
止を求める請願」が付託され、議論しました。まず、
驚いたのは答弁する担当局がないということです。従
って、議員のみでの議論でした。さらに日本共産党以
外の政党のすべてがあっけなく、採択に反対しました。

「消費税増税されたら、店はやめる」「死ねと言われて
いるのと同じや」という市民の声が頭から離れません。
増税ストップに力を合わせて頑張りましょう！

　市民の皆さんから議会に出されていた「消費税増税
中止を求める」請願が、たった１回の委員会審議で、
日本共産党以外の与党が反対して不採択になりました。
消費税だけでなく年金の削減や医療費、保険料の値上
げなど合わせると負担増は20兆円にもなります。世
論調査でも増税反対は52％に上ります。増税すれば
税収が減り、国と地方自治体の財政がさらに悪くなり
ます。増税を実施させない運動を大きくしていきまし
ょう。

　水道管の老朽化による取替や耐震化、資産維持費な
どを口実にして料金値上げが提案されようとしていま
す。「いのちの水」である水道施設に対する国の補助
制度が不十分なところに大きな原因がありますが、同
時に京都市が独自に繰り入れてきた補助金が削減され
たことも原因です。市民生活を直撃する値上げは断じ
て許せません。市会議員団は「値上げ方針の撤回を」
の声明を発表し、私が記者会見で発表しました。

　11月定例市会は衆院選のため一時休会という異例
の議会となりました。国政に連動する問題について市
議会でも議論をしてきましたが、選挙で訴えた政策の
実現のため引き続き取り組みます。
　市会に「消費税増税中止を求める」請願が多くの市
民から届けられましたが、自民、公明、民主など与党
会派の反対で不採択に。私は、閉会本会議で消費税増
税中止の請願を「採択せよ」と討論をしました。安倍
内閣の増税路線と対決して頑張ります。

　総選挙後、「小選挙区制は見直さなあかんで！」「共産
党が議席を減らしてどうするんや！」「政党助成金も受
け取らない共産党は立派だ。がんばってくれ！」と叱咤
激励をいただきます。
　2013年夏の参議院選挙で必ず雪辱を果たしたいと思
います。
　くらし守る市政とあわせて、原発問題、消費税増税、
ＴＰＰ交渉参加、憲法改悪など日本の進路を決める重大
問題に立ち向かうためにも、立場の違いを超えて、広範
な皆さんと手を結んで頑張る決意です。

皆さんに支えられ、
市議10年目をむかえます

哲学の道で
景観問題が！

世論と運動が
政治を動かす

怒りをバネに
頑張ります！

消費税増税は
中止すべき

上下水道料金の
値上げはやめよ

消費税増税中止の請願
「採択せよ！」と討論

国政でも市政でも 
新しい政治の扉を開けよう！

宮田 えりこ とがし　豊ひぐち 英明 玉本 なるみ

西野 さち子 北山 ただお西村 よしみ くらた 共子

山科区 左京区左京区 北　区

伏見区 山科区右京区 上京区

15人の市会議員から一言
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